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問
第
三
次
総
合
計
画
進
捗
は
。

答
施
策
の
指
標
の
達
成
状
況

は
、
目
標
値
を
達
成
し
た
も

の
と
前
進
し
た
も
の
が
69
・

１
％
で
あ
る
。
ま
た
、
施
策

の
進
捗
状
況
は
、
順
調
に
推

移
し
て
い
る
も
の
が
22
・
０

％
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移

し
て
い
る
も
の
が
72
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
第
四
次
計
画
の
特
徴
は
。

答
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
る

中
で
の
計
画
で
あ
り
、
基
本

目
標
に
子
ど
も
・
子
育
て
を

新
た
に
位
置
付
け
た
。
ま
た
、

協
働
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
市
民
自
ら
が
関
わ
る

住
民
自
治
の
推
進
を
位
置
付

け
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

問
計
画
の
進
行
管
理
は
。

答
指
標
の
達
成
度
に
つ
い
て

数
値
を
把
握
す
る
。
ま
た
、

毎
年
度
、
施
策
の
進
行
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
施
策
の
評

価
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適

正
な
進
行
管
理
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

で
は
「
全
体
に
共
通
す
る
基

本
目
標
」
を
分
野
別
の
基
本

目
標
と
は
別
に
位
置
付
け
て

い
た
が
、
第
四
次
総
合
計
画

で
は
分
野
別
の
基
本
目
標
の

最
後
に
位
置
付
け
た
理
由
は
。

答
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画

の
原
案
の
策
定
過
程
に
お
い

て
、
第
三
次
川
越
市
総
合
計

画
と
同
様
に
全
体
に
共
通
す

る
基
本
目
標
を
位
置
付
け
る

こ
と
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、

第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
の

「
つ
な
が
り
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
と
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
の
推
進
」
に
位
置
付
け

た
施
策
に
つ
い
て
は
、
主
に

行
政
内
部
で
行
う
施
策
と
し

て
の
色
合
い
が
濃
い
た
め
、

住
民
自
治
・
行
財
政
運
営
の

分
野
と
し
て
分
類
す
る
こ
と

と
し
た
た
め
、
分
野
別
の
基

本
目
標
の
１
つ
と
し
て
他
の

目
標
と
並
列
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。

問
第
三
次
総
合
計
画
の
検
証

の
結
果
、
積
み
残
し
の
内
容

は
何
か
？

答
保
育
園
待
機
児
童
数
や
都

市
計
画
道
路
の
整
備
率
に
つ

い
て
目
標
に
達
し
な
か
っ
た

こ
と
、
地
域
内
分
権
の
し
く

み
づ
く
り
が
実
現
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問
経
常
収
支
比
率
の
目
標
を

80
％
で
は
な
く
、
90
％
と
し

た
理
由
は
？

答
平
成
26
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
94
・
２
％
で
、
中
核

市
平
均
の
90
・
６
％
を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
中

核
市
の
平
均
を
参
考
に
設
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

問
埼
玉
県
政
と
の
間
に
あ
る

課
題
は
解
消
さ
れ
た
の
か
？

答
県
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
人
事
交
流
や
各

種
事
業
を
推
進
す
る
中
で
関

係
を
深
め
て
き
て
お
り
、
現

在
に
お
い
て
は
特
段
の
課
題

は
な
い
と
い
う
認
識
に
至
っ

て
い
る
。

問
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

の
評
価
や
課
題
を
、
ど
の
よ

う
に
第
四
次
川
越
市
総
合
計

画
に
反
映
し
た
の
か
。

答
協
働
事
業
の
実
施
や
観
光

事
業
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
産
業
の
活
性
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
も
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。
引
き
続
き
、
少
子
化
対

議
案
第
８
５
号

第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

【
自
由
民
主
党
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党
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政
晴
会
】【
日
本
共
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党
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議
案
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８
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行
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例
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一
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改
正

【
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ま
ぶ
き
会
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公
明
党
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本
共
産
党
】

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
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本
会
議
に
お
け
る

議
　
案
　
質
　
疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

策
や
高
齢
化
対
策
に
力
を
注

ぐ
と
と
も
に
、
住
民
自
治
の

推
進
、
産
業
の
振
興
、
観
光

の
推
進
な
ど
を
計
画
に
掲
げ

た
。

問
「
本
市
の
活
力
を
未
来
に

つ
な
ぐ
少
子
化
対
策
」
と
あ

る
が
、
具
体
的
施
策
を
伺
う
。

答
少
子
化
対
策
の
推
進
の
施

策
と
し
て
、
総
合
的
な
少
子

化
対
策
、
結
婚
に
対
す
る
取

組
支
援
、
母
子
保
健
・
小
児

医
療
等
の
充
実
、
多
子
世
帯

へ
の
支
援
、
若
者
や
女
性
の

し
ご
と
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
。

問
政
策
財
政
部
を
総
合
政
策

部
と
財
政
部
に
す
る
効
果
は
。

答
総
合
政
策
部
は
、
政
策
立

案
や
全
庁
的
な
課
題
、
重
点

的
に
推
進
す
べ
き
事
業
に
対

し
、
総
合
的
な
調
整
機
能
が

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
部
は
、
歳
入

歳
出
面
や
公
有
財
産
等
の
管

理
・
活
用
に
関
し
、
新
た
な

財
源
の
確
保
策
や
財
政
規
律

の
確
保
と
い
う
視
点
か
ら
、

よ
り
強
化
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問
防
災
危
機
管
理
課
を
市
長

直
下
の
室
と
す
る
効
果
は
。

答
災
害
ま
た
は
有
事
な
ど
の

危
機
対
応
の
際
に
は
、
統
一

的
な
指
揮
命
令
系
統
の
も
と
、

適
切
な
初
動
体
制
の
確
保
を

図
り
、
よ
り
迅
速
に
対
処
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
長
直
下
の
防
災
危

機
管
理
室
が
、
全
庁
を
指
揮

監
督
す
る
こ
と
で
、
よ
り
迅

速
で
適
切
な
対
応
を
図
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
今
回
、
改
め
て
、
政
策
部

門
と
財
政
部
門
を
分
け
る
目

的
は
。

答
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
伴
う
諸
課
題
へ
の
対
応
、

社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）


